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インドの電力事情 

 ―中国に次ぐ石炭消費大国を襲う異常気象― 

 
＜エグゼクティブサマリー＞ 

●世界の 2026 年の石炭需要：中東情勢の不安定化による LNG 高騰・調達不確実性を受

け、アジアを中心に不足分を石炭で補う。IEA 予測は 89.4 億トン（+1.2%）。 

●インドの発電事情：国内の石炭生産・輸入が減少する中、依然として約 7 割を石炭火

力が担う。熱波・降水不足等で供給変動が起きやすい点が課題となっている。 

●インドの再エネ発電事情：発電設備容量が急速に拡大する一方で、送電網整備が追い

つかず、石炭火力の負荷軽減に十分寄与せず。 

※本レポートは、JPEC 中国事務所等の情報に基づき、日中経済協会が作成したものです。 

※分析内容は、主に中国メディアの報道・分析を再構成したものです(「4. まとめ(筆者の

見解)」を除く)。 
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1. はじめに 

インドは中国に次ぐ石炭消費国であり、発電では石炭火力の割合が非常に高い。中東情

勢によりエネルギー調達の不確実性が増す中、気候変動の影響も相まって、インドでは電

力の安定供給が困難な状況に陥っている。こうした発電事情は中国と異なる上に、中国の

エネルギー情勢にも少なからず影響を及ぼす。そこで、本レポートでは最大の石炭消費国

である中国での報道を中心に、インドの状況を中国との比較を交えて紹介する。 
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